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  【議題１】 

第 22 期鹿児島県内水面漁場管理委員会の会長及

び職務代理者の選出について（協議） 

 

 

 





第 22 期鹿児島県内水面漁場管理委員会の会長（及び職務代理者） 

の選出について 

 

１ 内水面漁場管理委員会とは 

  内水面漁場管理委員会は，都道府県ごとに設置された行政委員会である。 

本県の区域内における内水面における水産動植物の採捕、養殖及び増殖に関す

る事項を処理することを所掌事務とする。 

 

３ 会長及び職務代理者選出に係る関係法令 

 ⑴ 漁業法（昭和 24 年法律第 267 号）【抜粋】 

（構成） 

第 137 条 海区漁業調整委員会は、委員をもつて組織する。 

２ 海区漁業調整委員会に会長を置く。会長は、委員が互選する。ただ

し、委員が会長を互選することができないときは、都道府県知事が委

員の中からこれを選任する。（略） 

（準用規定） 

第 173 条 第 137 条第２項から第６項まで、第 138 条第四項、第 140 条

から第 146 条まで、第 157 条、第 159 条及び第 160 条の規定は、内水

面漁場管理委員会に準用する。（略） 

 

 ⑵ 漁業法施行令（昭和 25 年政令第 30 号）【抜粋】 

（会長の職務） 

第 13 条 漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会の会長は、それぞ

れ、会務を総理し、会を代表する。 

２ 漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会について、会長が欠けた

とき又は会長に事故があるときは、あらかじめ委員が互選した者がそ

の職務を代理する。 

 

 ⑶ 鹿児島県内水面漁場管理委員会事務規程 

      （昭和 38 年内水面漁場管理委員会告示第 1 号）【抜粋】 

第３条 委員会は，委員 10 名をもつて組織する。 

２ 委員会に会長を置く。会長は，委員が互選する。ただし，会長は委

員が互選することができないときは，委員の中から知事が選任した者

をもつて充てる。 

第４条 会長は，会務を総理し，委員会を代表する。 

２ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは，委員があらかじめ

互選した者が，定められた順序により，その職務を代理する。 
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３ 会長及び職務代理者の任期 

  令和７年１月 23 日から令和 10 年 11 月 30 日まで 

 

４ 選出方法 

 ⑴ 会長 

   委員互選により１名選出。ただし，互選により選出することができなかった

場合は，委員の中から知事が選任する。 

 

 ⑵ 会長職務代理者 

   委員互選により２名選出。 
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